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土木学会第42同年次学術講油会（昭和62年 9J]) 

1-240 麻カポルト引張接合• 長締め形式に関する研究（その4)

武蔵工業大学 正会貝西肱威夫

武淑工業大学 if:会員 増田陳紀

武蔵工業大学正会貝皆川 B

1. まえがき

呪場において悧部材を連結する手段として、麻カポルトが実用化されて既にかなりの年月がたっている．し

かし、土木猜追物では1脱擦接合が川いられることが多く、ポルト iii!~方向に引張外力を作川させる、いわゆる引

張接合は、 二、三の例はあるが、多)Tlされているとは言えない。一方、橋脚や吊梱あるいは斜張橋の主塔など

をコンクリート碁礎に述結する場合には、大径のポルトが川いられることが多い．さらに主塔の現場接合にこ

れをJTIいるならば、塔外而に添接板やポルトが鉗出することなく美観的にも僑れているとともに、現場沼接と

比べ、おびただしくり料H作業を減少させることができ｀急速施ェの観点からも紐れた接合方法と考えることが

できる。道路橋示方科によれば、この引張接合を採Illする場合には、ポルトの許容応力度、締付け力、継手郎

の削性、 Iふ力状態などについて十分な検討を行うことが求められている。著者らは、それらについての基本的

な実験的及び解析((~検討を実施してきたので鉗告する。実験に用いた試験体は図ー 1に示すものである．

母材2. ポルトに生ずる付）Ill応力

2-1 測定によって得られる付）¥11応力

ボルトに生ずる付）~Illぶ力は接触rmの利さによって

影狸を受ける。現在、吊橋の主塔ではメタルタッチ

の場合には表而粗さは12s以下が求められた例＇）が

あるが、 12sでも50sでも圧縮)Jの伝達にはほとん

ど関係ないとも恨作されている 21。ポルトに生ずる

付）bllJ, ぷ力に対する影各料を知るため、沼接したままと

表面itJlさを20s程度に(I:上げたはJ合とで付）bll荊ll)J係

数 (rx) を比較すると表ー 1のようになる。また、

外）J とポルト付）~111lilhJ」の関係が直線関係を保つ範 11.11

も、接合而の仕上げにより改普することができ、仕

上げ後は、外力がポルト軸力の60%~90%程度まで

の範IHIで i~(舷関係を保つ。除甜iにより初JUI導入軸力

(!Jo) が減少することもある。初JUJ導入柚力の90%

の外力を栽荷した後、外力を 0とした湯合に対する

測定結果を表ー 2に示す。数値は初期導入軸力に対 S
g 

する百分；れで示してある。表ー 2より最も変動奇111カ ー
X 

の大きいものは8.9釈である。これを応力度に換符すで⇒ 
;,.i.,. 

ると、 4kg/耐となり酎力の約 6%に相当する。荷；；；；
囚

重範Ull を一〇 .9Boから+O . !lOo とした出合のポルト付hll~

樟力の測定結果を図ー 2に示す。この山合にはi肛n
がボルト初期導人輯力のー0.9130から+0.900までの範

Pllにあれば、ポルト付）Jllrl哺力は外力に対し線）紗であ

li<l-1 試験休

表ー 1 Nlm+lilJJ! 系数 (a)

試 験 休 13-2 C-1 「)-1 D-2 

U: 上げiili 0.081 0.069 0.066 0.073 

U:.J.: げ後 0.019 0.042 0.020 0.028 

表ー 2 枝(Ji時と除（．り時のポルト帷力（％）

IJ-2 D-1 
試 隙 休

伐(,iill,¥11,仰 ill,¥jり郎/11,¥j松甜II甜桟苅II,加荷D,

（」」↓師iI 7. s l-1. J I u i-0. 5 
!J:.Ufl及 u o~-~o I J.11 o 

.. 
゜-IOO •,O 

l!i'Iー 2 Prntとポルト付））II釉力

.,. 
(F/ .Ello) X 100(%) 
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る.0.9130と0.llJoの柑i重範llllで 200万回の紐返し枝

荷を行った場合に、初JUii導入樟力は僅かであるが放

少する．その状況を1図ー 3に示す。 C-1及びD-

1試験体では戟力殺少は 0.3%程度であり、応力）度

に換算すれば O.lkg/11ll1'程度である。 200万回戟荷

巾に実施した静的測定結果は、繰返し戟荷を行う前

(J)それによって示される甜学動との間にほとんど変

化は見られなかった。

2-2 ポルト付加応力の数値計算

引張荷瓜をポルト、リプと母材及びペース板より

成るパネ系としてモデル化すると、ポルトに生ずる

付）JII雑力 11llは次式で示される”。
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I豆1-:J 1.li! 「（棟返し数とポルト樟}J の ~.R.少

"" " 11山 ITl177711り

rn=ar= H一屯：~.<ピr 01 r<・・_3; 象 ｀了 且闘門
上式q1K叫まペース板のたわみ削

::!:::::~~-、る：ース板のワッシャー位四． 鳴- .___,,,. 1;_ ~l 置葛廿~Ell.—l 

kに =P/w (2) 

で求められる。上式巾の wを求めるモデルを臣1-4 兄4
WI - ~ ペー刈反肝祈モデル 1団 5 ヘース版のイillJI嬰素分割

に示す。これを図ー 5に示す有限要素分割を行って W を求めると、 W は近似的に次式で求まる。

12 P B'  
w= 

1 l 

192 E a (出'+b (凸）I→ C 戸：(U 
I' : (2)式に川いられる Pで、 K知を求めるには p= 1。
E : ヤング（系数(2.1x 10'kg/ail) 
13 : ペース板の純支IHI長(mm)

(:J) 

t匝：ペース板の板/!/.(mm)
t llih: ペース板を支えるリプの板／リ(mm)
,P : ,P = [3 / L llib 

a=-5.li¥BXIO―'r/> 2 -I . 163 X I 0—•q,+3.3'10XIO —• b= 1.812 X IO・'¢2-I. 37!1 X I 0―,. ¢+ I . 060 x 10-1 
c= -5.165XIO―, <f,2+3.'1'1:lx 10―2¢+7.833XIO_, 

上式によって求められた付加軸力係数 o:c と実測値 表ー 3 (.l}JII植1Jf系数の如l11fi(iとr.ilr.!({

amを比較したものを表ー 3に示す。

3. 各部の応力状熊

各部の応力状態については当日報告する。
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